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農
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
農
業
特
有
の

感
覚
を
摑
む
こ
と
が
重
要
。
①
『
農
業
の
時
間
の

流
れ
を
自
分
の
モ
ノ
に
』（
例
え
ば
、
雨
天
の
前

日
に
タ
ネ
を
播
く
、
水
環
境
が
良
い
）
②
『
農
業

は
自
分
の
考
え
方
に
合
わ
せ
て
く
れ
な
い
』（
経

費
構
造
、
収
穫
高
、
相
場
な
ど
。
し
か
し
、「
汗
、

努
力
、
工
夫
」
に
よ
り
理
想
に
近
づ
け
る
こ
と
が

面
白
い
！
）
③
『
自
分
の
力
で
適
地
適
作
に
』（
圃

場
の
再
設
計
が
可
能
）。

　

農
業
は
、「
担
い
手
不
足
」「
高
齢
化
」
な
ど
厳

し
い
環
境
で
、
最
近
は
就
業
、
農
業
参
入
な
ど
ブ

ー
ム
で
あ
る
が
、
こ
の
①
か
ら
③
を
よ
く
認
識

し
て
い
な
い
と
途
中
で
挫
折
し
て
し
ま
う
。
そ

れ
と
も
う
一
つ
大
き
な
問
題
は
、
農
家
に
し
ろ
、

そ
の
他
生
産
団
体
も
、
販
売
の
壁
に
あ
た
り
立

ち
止
ま
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
つ
ま
り
、
栽
培
は
土

や
自
然
と
向
か
い
合
う
が
販
売
に
は
競
争
も
あ

り
、
ヒ
ト
を
相
手
に
説
得
、
納
得
、
合
意
を
経
て

初
め
て
自
己
完
結
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
担
い

手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」（
県

が
任
命
）
と
し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
方
法
や
販

売
プ
ラ
ン
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
生
産

プ
ラ
ン
な
ど
の
管
理

手
法
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
、
松
野

町
で
は
、
１
９
９
７

年
ミ
カ
ン
に
代
わ
る

高
収
益
事
業
と
し
て

「
梅
」
の
生
産
が
始
ま

り
ま
し
た
。
し
か
し
、

安
価
な
中
国
産
と
の

競
争
激
化
で
価
格
が

低
迷
し
、
品
質
は
良

い
の
に
和
歌
山
の
加
工
メ
ー
カ
ー
へ
安
く
買
い

取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
資
源
を
生
か
す
た

め
に
、
県
内
で
し
か
も
松
野
町
産
（
農
業
）
で
売

ろ
う
と
企
画
し
ま
し
た
が
、
顧

客
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
す
る
た
め

に
は
、
加
工
技
術
に
加
え
、
レ

シ
ピ
（
仕
様
書
）
の
商
品
設
計
が

必
要
で
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る

場
合
、
現
在
の
一
次
加
工
場
に

相
当
な
設
備
投
資
を
行
い
常
時

雇
用
も
必
要
で
す
。
こ
れ
に
は
、

レ
シ
ピ
を
利
用
し
Ｏ
Ｅ
Ｍ
で
和

歌
山
み
な
べ
町
の
老
舗
加
工
技

術
を
活
用
す
る
こ
と
が
Ｂ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
と
考
え
、
旧
知
の
南
紀
梅
干

㈱
と
組
む
こ
と
で
解

決
し
ま
し
た
。
こ
の

商
品
化
の
進
行
過
程

で
、
県
内
の
大
手
ス

ー
パ
ー
（
商
業
）
と

何
回
も
味
・
量
目
・

価
格
な
ど
で
折
衝
を

重
ね
合
意
に
至
り
、

同
時
に
、“
愛
媛
県
産

に
は
愛
が
あ
る
”
の
ブ
ラ
ン
ド
認
可
（
県
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
課
）
が
下
り
、
こ
こ
に
「
農
（
松
野
町
）、

工
（
南
紀
梅
干
）、
商
（
大
手
ス
ー
パ
ー
）、
官
（
愛

媛
県
）
」
の
連
携
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
売
れ

行
き
も
安
定
し
て
お
り
、
後
は
栽
培
技
術
の
向

上
や
生
産
量
の
拡
大
に
よ
り
農
家
手
取
り
増
収

に
つ
な
げ
、
町
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
治
市
玉
川
の
龍
岡
地
区
の
「
マ
コ
モ

タ
ケ
」
は
、
07
年
か
ら
松
山
市
内
の
ホ
テ
ル
、
料

理
店
に
業
務
用
と
し
て
販
路
開
拓
し
ま
し
た
。

一
般
に
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
業
務
用

か
ら
開
拓
し
認
知
度
ア
ッ
プ
さ
せ
、
一
方
で
地

元
直
売
所
で
の
販
売
な
ど
で
中
山
間
地
域
の
振

興
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

最
後
に
県
内
15
人
の
仲
間
と
「
環
境
に

や
さ
し
い
え
ひ
め
農
業
の
発
展
を
め

ざ
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
組
織
し
、
落

花
生
、
ネ
ギ
、
ナ
ス
、
冬
瓜
な
ど
多

く
の
野
菜
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
親
か
ら
譲
ら

れ
た
田
ん
ぼ
を
守
る

た
め
、
週
末
は
真
っ

黒
に
な
り
農
作
業
で

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

生産者との生産会議

一次漬した梅を「土用干し」している
松野町の加工場
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農家の
食ビジネスと
地域活性化
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